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はじめに

　近年，わが国のニホンジカ（Cervus nippon，以下
シカと略記）の生息数の増加および分布の拡大がみ
られ，それに伴って農林業被害や森林の下層植生の
衰退が問題となっている。石川県では，シカは明治
時代までは分布しており，加賀地方から能登地方に
かけてシカの移動ルートがあったことが記録されて
いる（川端・松枝，1982）。その後の急激な開発や
気候の変化の影響および大規模な駆除作業により，
県内のシカはほぼ絶滅に至ったが（北國新聞社，
1973），近年は目撃情報や捕獲個体が徐々に増加し，
生息密度が増大している（石川県，2015）。
　野生動物の調査に自動撮影カメラが用いられるよ
うになり，森林や放牧地における哺乳類相が明らか
にされている（塚田ら，2006；福田ら，2008；島田，
2010；小谷ら，2016）。自動撮影カメラで撮影され
た写真や動画には撮影日時が記録されるため，野生
動物の活動時間滞や出現頻度の季節変化が把握でき
るようになった（有本ら，2015；小谷ら，2016）。
さらに，撮影された画像や動画から野生動物の雌雄
を判別し，その比を調べることで分布の拡大状況を
明らかにする研究も進められている（出口・村山，
2016）。今回の研究では，加賀地域の森林内に自動
撮影カメラを設置し，シカの出現状況やその季節変
化および活動時間帯の特徴を示した。また，撮影さ

れたシカの雌雄を判別することによって雌雄割合を
算出し，シカの分布状況について検討した。
　なお，報告にあたって，自動撮影カメラの設置に
ご協力いただいた金沢市，白山市，能美市，小松市
および加賀市の地域住民の方々，自動撮影カメラの
データ回収に協力いただいた（一社）石川県猟友会
金沢支部，白山支部，能美小松支部，加賀支部の方々
に深謝する。なお，本研究は，石川県環境部自然環
境課「ニホンジカ被害未然防止対策推進事業」によっ
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図１　自動撮影カメラの設置メッシュ
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て実施した。

方　　法

　石川県加賀地域（金沢市，白山市，能美市，小松
市および加賀市，標高：50 ～ 1,100m）において，
第 1 期ニホンジカ保護管理計画（石川県，2013）お
よび第 1 期ニホンジカ管理計画（石川県，2015）に
基づいて行われている糞塊密度調査と同じ 5 倍地域
メッシュ（約4.6×5.5km，糞塊密度調査と同様に 3 
桁の通し番号をつけた）内に自動撮影カメラを 1 台
ずつ計36台設置した（図 1）。調査期間は，2014年 9 
月 4 日～ 11月30日，2015年 7 月21日～ 11月30日，
2016年 8 月 1 日～ 11月30日までとした。なお，メッ
シュ 174および210については，調査効率を再検討
し，2015年調査開始時に50m以内（同じメッシュ内）
でカメラ位置を変更した。
　森林内の作業道や山道脇のやや開けた場所に 1 台
の自動撮影カメラを地上高約 1 mの高さで設置し
た。自動撮影カメラの機種は，SG560P-8M（BMC社）
で，撮影モードは動画撮影10秒間，撮影インターバ
ルは10秒間，センサーの感度はLowに設定した。デー
タの回収は，2014年および2015年 7 月～ 10月は 2 
週間ごと，2015年11月および2016年は 1 か月ごとに
行った。撮影されたシカの動画については，日時の
記録や撮影回数のカウントを行った。また，撮影さ
れたシカにおける尖角の有無によって雌雄を判別
し，親子で撮影された場合もメスと判定した。なお，
いずれの年においても30分以内に複数回ニホンジカ
が撮影された場合は同一個体とみなし，解析対象か
ら除外した。
　自動撮影カメラの不具合等による稼働時間のブラ
ンクを考慮した相対的な撮影頻度の大小を示すた
め，1 台の自動撮影カメラを100日間作動させた場
合の撮影回数を撮影頻度指数（RAI：Relative 

Abundance Index）として次式によって算出した
（O’Brien et al., 2003）。なお，RAIの算出について
は，年ごともしくは 3 か年における36台の自動撮影
カメラで撮影されたシカの撮影回数およびカメラ稼
働日数を用いて行った。

　撮影頻度指数RAI＝ （撮影回数／カメラ稼働日数）
×100日

結果と考察

　2014年，2015年および2016年のシカの撮影回数は
それぞれ100回，131回および178回であった。月ご
とのRAIは，共通して9月から10月にかけて増加し
てピークに達し，11月にかけて緩やかに減少した（図 

2）。三重県の実習林に自動撮影カメラを設置した調
査では，シカのRAIは秋および冬に高くなり（島田，
2010），奈良県吉野郡黒滝村赤滝の人工林でも秋に
RAIのピークがみられていることから（若山・田中，
2013），本研究の調査はこれらの報告と一致する傾
向を示した。シカの繁殖期は10月がピークであり（高
槻，2006），オスジカがメスジカを求めて活動を活
発にしたことが影響したと推察される。
　シカの撮影時間帯をみると，3 か年に共通して割
合が高い時間帯はみられなかった。また，年ごとで
は全く撮影が無かった時間帯はあったが（2014年の
13時台，2015年の11時台），3 か年ではすべての時
間帯で撮影された（図 3）。岩手県盛岡市の林地で
の調査では，日の出および日没の前後に高い割合で
撮影されており（出口・室，2016），北上高地の林
地での調査では，夜間の撮影割合が著しく高くなっ
ており（高橋ら，2012），いずれも人間の活動時間
帯は割合が低くなっている。今回の研究では，年に
よって昼間でも撮影割合がやや高くなっており，調
査地域内のシカは人間活動による影響をあまり受け
ていないことが推察される。
　2014年，2015年および2016年の撮影回数に占める
メスの割合はそれぞれ2.1％（メス 2 回，オス93回），
5.4％（メス 5 回，オス87回）および13.4％（メス19
回，オス123回）であり，緩やかに高くなった（図 4）。
江崎ら（2013）は，2012 ～ 2013年にかけて加賀地
域12か所について糞塊密度調査を行い，シカが低密
度で生息していることを明らかにした。また，浅田
（2013）は，千葉県の捕獲記録から，シカが低密度
で生息している地域では，性比はオスの方に偏って
分布することから繁殖が抑制され，個体群の遅滞相
に滞在することを指摘している。本研究の調査でも，
撮影されたシカの雌雄割合は極端にオスの割合が高
く，調査地域はシカの低密度分布地域であることを
示唆している。しかしながら，2014 ～ 2016年にお
けるメスジカの撮影割合は徐々に高くなっており，
調査期間内で定着が進んだことが推察される。
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図２　ニホンジカ撮影頻度指数（RAI）の季節変化

図３　ニホンジカの撮影時間帯
同時期におけるシカの行動に基づいて解析を行うため，３
か年に共通する９月４日～ 11月30日までのデータを用いた。

図４　撮影されたメスジカの割合
同時期におけるシカの行動に基づいて解析を行うため，３
か年に共通する９月４日～ 11月30日までのデータを用いた。
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